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「三山ひろしのさんさん歩」が地質館に
やってきました
「三山ひろしのさんさん歩」。高知県出身の演
歌歌手・三山ひろしさんが県内の様々な場所を
ゆる〜く紹介する高知さんさんテレビの番組で
す。10月上旬、三山さんがこの番組のロケのた
め、佐川地質館にいらっしゃいました。地質館
の展示室や、普段は立ち入り禁止となっている
収蔵庫や作業室などのバックヤードを見学され
た後、山中の化石産地にて発掘体験に挑戦。そ
こで見つかった意外な化石とは‥？　放送は 11
月３日（金）午後６時９分ごろより。ぜひご覧
になってください。地質館の今後の展示も見え
てくるかもしれません。

11月の地質館イベント
１１月２６日（日）12:00~&15:00~展示解説：「おかしなアンモナイト」

地質館だより

広告

牧
野
富
太
郎
⑱
富
太
郎
と
借
金
（
そ
の
２
）

前
号
で
、
富
太
郎
が
大
学
か
ら
得
て
い
た
月
給
15
円
に
つ

い
て
、
今
の
金
額
で
い
く
ら
ぐ
ら
い
に
な
る
か
考
え
て
み
ま
し

た
。
今
回
は
、
富
太
郎
の
大
学
で
の
仕
事
と
副
業
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

富
太
郎
の
行
動
に
つい
て
は
、
山
本
正
江
・
田
中
信
幸
編

『
牧
野
富
太
郎
植
物
採
集
行
動
録
～
明
治
・
大
正
篇へ
ん

』・『
牧

野
富
太
郎
植
物
採
集
行
動
録
～
昭
和
篇
』と
い
う
２
冊
の
本

（
以
下
、『
行
動
録
』）
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
富
太
郎
が
、

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
う
い
う
事
を
し
て
い
た
か
、
お
お
ま
か
に

確
認
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
『
行
動
録
』
か

ら
、
富
太
郎
の
簡
単
な
職
歴
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。
た
だ
し
、

膨
大
な
量
の
情
報
を
目
で
確
認
し
て
い
る
の
で
、
漏
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
情
報
が
あ
る
可
能
性
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
本
職
と
な
る
東
京
大
学
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
明

治
26
（1893

）
年
２
月
４
日
の
記
載
に
「
帝
国
大
学
理
科

大
学
よ
り
、
植
物
整
理
及
び
植
物
採
集
を
委い
し
よ
く嘱
さ
れ
る
（
手

当
30
円
）」
と
あ
り
、
同
じ
内
容
の
記
載
が
４
月
21
日
に
も

見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
６
月
23
日
に
は
「
理
科
大
学
標
本

整
理
及
び
植
物
採
集
を
委
嘱
さ
れ
る
（
手
当
15
円
）」、
７

月
11
日
に
は
「
理
科
大
学
臨
時
雇
い
と
な
る
（
給
金
15
円
）」

と
続
き
ま
す
。
富
太
郎
が
助
手
に
な
る
の
は
９
月
11
日
な
の

で
、
正
式
な
辞
令
発
令
前
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
と
い

う
事
な
の
で
し
ょ
う
か
？

助
手
と
し
て
の
立
場
も
、
明
治
43
（1910

）
年
3
月
31

日
で
「
休
職
（『
行
動
録
』
の
記
載
の
ま
ま
）」
と
な
り
ま

す
が
、
４
月
18
日
に
は
「
植
物
取
り
調
べ
嘱
し
よ
く
た
く託と
な
る
」
と

あ
り
、
大
学
に
講
師
と
し
て
復
帰
す
る
際
の
記
事
に
は
「
植

物
取
り
調
べ
嘱
託
を
解と

く
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
つ

い
て
は
、「
急
に
植
物
学
教
室
の
出
入
り
を
禁
止
さ
れ
た
の

で
、
困
っ
た
富
太
郎
は
、
友
人
の
池
野
氏
の
取
り
計
ら
い
で

農
科
大
学
に
席
を
置
き
、
何
と
か
研
究
を
続
け
る
事
が
で
き

た
」
と
い
う
話
が
有
名
で
す
。
こ
れ
は
、
農
科
大
学
に
身
を

置
き
な
が
ら
従
来
の
嘱
託
を
続
け
て
い
た
と
い
う
事
な
の
で

し
ょ
う
か
？

一
方
、
副
業
と
し
て
は
、
明
治
33
（1900

）
年
８
月
７

日
に
は
「
農
事
試
験
場
に
嘱
託
と
し
て
勤
め
は
じ
め
る
（
昭

和
23
年
２
月
ま
で
）」
と
あ
り
、
明
治
40
（1907

）
年
10
月

に
は
「
東
京
帝
室
博
物
館
の
嘱
託
と
な
る
（
大
正
13
年
ま

で
）」
と
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
正
11
（1922

）
年
12
月

に
は
栄
養
研
究
所
（
現
在
の
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
の

事
か
）
か
ら
辞
令
を
受
け
取
っ
た
そ
う
な
の
で
、
何
ら
か
の

形
で
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
九
州
や
広
島
な
ど
の
各
地
で
定
期
的
な
講
習
会

を
行
っ
た
り
、
千
葉
県
立
園
芸
専
門
学
校
や
成せ
い
け
い蹊

高
等
女

学
校
、
明
治
薬
学
専
門
学
校
な
ど
の
よ
う
な
、
各
地
の
学

校
で
非
常
勤
講
師
を
勤
め
て
い
ま
す
。

東
京
大
学
で
は
非
常
勤
で
あ
っ
た
富
太
郎
は
、
自
身
の
能

力
が
活
か
さ
れ
る
様
々
な
場
所
で
、
か
つ
求
め
ら
れ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
働
い
て
い
た
事
が
わ
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

他
に
、
日
本
全
国
の
植
物
同
好
会
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
講

演
や
植
物
採
集
会
の
講
師
も
引
き
受
け
ま
す
。

本
業
以
外
の
こ
れ
ら
す
べ
て
を
副
業
と
呼
ん
で
よ
い
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
本
業
の
収
入
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
た
訳
で
は

な
い
事
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
事
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
借

金
は
増
え
て
い
っ
た
の
で
す
。（
青
山
文
庫　

藤
田
有
紀
）

　

                      

〈
展
示
案
内
〉

〇
特
別
展
「
牧
野
富
太
郎
の
い
ろ
い
ろ
」

〇
小
展
示
「
富
太
郎
が
学
ん
だ
名
教
館
の
歴
史
」

〇
小
展
示
「
志
士
た
ち
の
遺
墨
」

　

開
催
中
～
３
月
10
日
（
日
）

青
山
文
庫
だ
よ
り

写真：化石を探す三山さん（左奥）


